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の人ス漂大努

力

の
成
果
を
発
揮
し
、
自

会

へ
の
進
出
を
目
標
に
全

う
会
場

の
中
で
、

そ
れ
ぞ

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
、
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へ
の
思

い
を
力
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変
え
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は
観
る
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鳶
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揺
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榊
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貌
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３
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秒
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し
た
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結
果
は
見
事
４
位
と
な
り
、

比
九

州

大
会
出
場
を
決

め

や
り
き
っ
た
様
子
の
男
子
マ
イ
ル
の
み

な
さ
ん
。
左
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ら
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久
保
さ
ん
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村

さ
ん
、
井
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搬
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８
日
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ド
校
に
気
迫
で
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か
う

仲
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と
紡
い
だ

一
本
の
重
み

ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
競
技

は
６
日
か
ら
４
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間
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佐
世
保
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グ
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テ
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欲大へ会とも
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か
な
手
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え
を
感
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・来
年

の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期

一待
し
た

い
」
と
力
強
く
語

っ

一た
。顧
間
の
齋
宮
先
生
は

「
今

回
の
試
合
で
は

『
二
人
で

一

本
』
と
い
う
意
識
を
体
現
で

き
て
い
た
。
前
衛
と
後
衛
が

互
い
に
信
頼
し
合
う
力
が
大

き
く
成
長
し
た
」
と
評
価
し

た
。
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ー
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九
と
な

っ
て

勝
利
を
目
指
す
姿
は
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つ
た
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に
泣
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「あ
り
が
と
う
」
水
泳
部
の
集
大
成

５０
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フ
イ
に
出
場
し
た
柳
澤
さ
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ま
っ
た
」
と
振
り
返
り
、
悔

し
さ
と
と
も
に
課
題
を
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に

し
た
。
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ｍ
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形
な
ど

に
出
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し
た
長
野
海
翔
さ
ん

漁逸搬

■
団
体
戦

２
回
戦
は
松
浦
高
校
と
対

戦
し
、
３
１
０
で
勝
利
し
た
。

キ
ャ
プ
テ
ン
の
佐

田
優
稀
也

さ
ん

（
３
１
１
）
は

「
３
回

戦
は
シ
ー
ド
校
で
あ
る
大
村

工
業
高
校
と
の
対
戦
と
な
る

が
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勝

つ
気
持
ち
で
挑
み
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
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戦
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強
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撃
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も
０
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２
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ま
り
緊
張
す
る
こ
と
な

く
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分
た
ち
ら
し
い
プ
レ
ー
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発
揮
す
る
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と
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で
き
た
。

集
中
す
る
城
戸
，佐
田
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ア
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、
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せ
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え
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で
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し
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場
の
熱
気
を
高

め
た
。
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強
豪

・
向

陽
高
校
と
対
戦
し
た
。
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戦

鋭
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揚

滞

寵

罐
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合
後
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「
３
年
間
あ
り
が

と
う
。
み
ん
な
の
支
え
が
あ
つ

た
か
ら
困
難
を
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り
越
え
ら

れ
た
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仲
間
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。
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戦

団
体
戦
は
８
日
に
行
わ
れ

た
。
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い
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時
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］
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坤
蜘
増
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多
麻

莉
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３
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５
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ア
の
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組
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嚇
劇
セ
御
外
隻
湾
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で
は
息

の
合

っ
た
プ
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ー
で

取
り
返
す
。
最
終
セ
ッ
ト
で

は
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
果

触隊数
ｂ
駐かが窃
陛
敗一妙

た
。
高
野
さ
ん
と
本
多
さ
ん

は

「
自
分
た
ち
の
プ

レ
ー
を

狙乱
翻
艦経均薪瀦
櫛焼輸

に
振
り
返

つ
た
。
日
頃
か
ら

意
識
し
て
き
た
声
掛
け
と
連

携
は
、
特
に
第
２
セ
ツ
ト
で

大
き
く
発
揮
さ
れ
た
。
顧
間

の
角
四
先
生
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「
本
番
で
練

習
の
成
果
を
出
す
難
し
さ
を

練繊狂彼
眠”
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宝嗣略
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鰐
狂務繊
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念
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揮面子
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観のい一
る信た球力結体
者頼
°
一の束戦

ド

ミ

ン
ト

ン
部
は
個

人
戦

・
回

、

そ
れ
ぞ
れ

の
力
と
チ
ー
ム
の

大
会

に
挑
ん
だ
。
３
年
間

の
努

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
６

日
か
ら
８
日
ま
で

の
３
日
間
、

メ
モ
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ー
ド
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ー

ハ
ツ
ト

大
村
で
行
わ
れ
た
。
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人
戦

７
日
に
実
施
さ
れ
た
シ
ン

グ
ル
ス
で
は
、
福
島
晴
香
さ

ん

（
３
１
３
）
が
３
回
戦
進

出
を
果
た
し
た
。
）褐
島
さ
ん

は

「慣
れ
な
い
シ
ョ
ー
ト
サ
ー

ブ
に
苦
戦
ｔ
た
が
、
相
手
の

購
嗽
説
観
「
町
瓶
紳
ぽ
触
凶

返
っ
た
。
試
合
中
、
ス
マ
ッ

シ
ュ
が
決
ま
る
た
び

に
力
強

かがガ
評整

穎

へ
の
強
い
軌
念
が
感
じ
ら
れ

た
。
そ
の
姿
は
観
客
の
鳶
を

水
泳
競
技
は
６
日
、
７
日

‐２
州朝
鮮
條
前
獅
颯
黙
蛤

ｍ
自
由
形
や
５。

ｍ
バ
タ
フ

曽
撤
ダ
種ｔこ馳
ｔこ場脱
峨
びゲ

理
徹
狙
と
いう
結
果
に終

キ

ャ
プ

テ
ン
の
下
釜
宇
宙

さん
（３１３）
は５。
ｍバ

”勺ル胸進ｔこ肌弱規Γ
たＯ，２つ

こ「郷叡
拗刑撒
撻鵠管一毀

そ
、
そ
の
預
張
り
を
見
ら
れ

て
よ
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
語
っ

た
。
ま
た
、
水
泳
に
お
け
る

思
い
出
と
し
て
、
１
５
０
０

ｍ
を
初
め
て
完
泳
し
た
経
験

を
挙
げ
た
。

後
田
雄
翔
さ
ん

（３
１
２
）

は

「
２
０
０

ｍ
自
由
形
は
こ

な々
後七、年蜘譜指線呻醐棘靱

出
す

こ
と
が
で
き
た
」
と
、

寄
か
つぇ産
饗
縦
承
中舜る輪
折

（
―
１
５
）
は

「
３
年
生
に

と

っ
て
最
後
の
大
会
で
あ

っ

た
が
、
互
い
に
励
ま
し
合
い
、

支
え
合
う
こ
と
が
で
き
た
こ

と
が
よ
か
つ
た
」
と
振
り
返
っ

た
。
下
釜
さ
ん
は
後
輩
に
向

け
て
、

「
十
年
生
に
は
決
勝

進
出
に
と
ど
ま
ら
ず
、
九
州

大
会
や
全
国
大
会
を
目
指
し

て
努
力
を
続
け
て
ほ
し
い
」

と
力
強
く
語

っ
た
。

今
大
会
で
引
退
を
迎
え
る

３
年
生
は
、
幼
少
期
か
ら
支

え
て
く
れ
た
指
導
者
や
保
護

者
、
顧
間
、
そ
し
て
仲
間

ヘ

激
し
管
フ
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ー
。
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進
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努
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り
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。
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仲
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